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令和3年度予算審議《トピックス》 P2

P12この条例に注目！

P5ここが聞きたい《一般質問》
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コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
　 

乾
燥
機
に
つ
い
て

議
員　
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
需
要

は
村
内
で
多
い
と
思
う
が
、小
石
原

地
区
に
も
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

担
当
課　

今
の
と
こ
ろ
い
ず
み
館
に

設
置
予
定
。小
石
原
地
区
に
つ
い
て

は
、要
望
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

３
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
業

務
は
、委
託
業
者
で
は
な
く
臨
時
職

員
等
で
の
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

担
当
課　
令
和
３
年
度
は
受
領
書
の

発
行
発
送
が
６
４
０
０
件
、ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
申
請
が
１
８
０
０
件
あ
り
、４
名

で
４
か
月
関
わ
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
の
で
、本
年
も
外
部
委
託
を
考
え

て
い
る
。

議
員　
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
額
は

増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、村
に

お
い
て
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

委
託
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
べ
き

で
は
。

村
長　
体
制
が
取
れ
れ
ば
方
向
性
を

考
え
て
い
き
た
い
。

 

ト
ー
キ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

　
　
　
　
　 

事
業
に
つ
い
て

議
員　

今
年
度
５
１
０
０
万
の
事
業

だ
が
、組
合
員
の
意
思
統
一
は
な
さ
れ

て
い
る
か
。ま
た
、陶
器
組
合
の
構
成

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

担
当
課　
陶
器
組
合
か
ら
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、一
定
の
理
解
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、組
合
の
中
で
事
業
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
お
り
、理
事
会
で
も
承

認
し
て
い
る
。

　

今
年
が
最
終
年
度
と
な
り
、加
盟

の
窯
元
さ
ん
と
し
っ
か
り
連
携
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

企
業
人
交
流
事
業
に
つ
い
て

議
員　
地
域
起
こ
し
企
業
人
は
何
を

目
的
に
、ど
の
様
な
人
材
を
求
め
て
い

る
の
か
。

担
当
課　

昨
年
は
、コ
ロ
ナ
に
よ
り

中
止
、本
年
改
め
て
企
業
よ
り
、営
業

力
や
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
。ま
た
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
し
、都
心
に
向

け
Ｐ
Ｒ
し
て
販
路
拡
大
で
き
る
人
材

を
確
保
し
た
い
。

 

駐
在
所
造
成
工
事
に
つ
い
て

議
員　
宝
珠
山
駐
在
所
敷
地
造
成
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

担
当
課　
朝
倉
警
察
署
及
び
警
察
本

庁
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。建
設
協

議
は
造
成
工
事
が
完
成
し
な
い
と
、

県
で
の
概
算
要
求
が
で
き
な
い
の
で
、

時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
約
で
き
な

い
。

(千円以下を四捨五入)

自主財

源
 34.6

%

　　　　　

   
 依
存
財
源
 6

5.4
%

村税
1億5718万円

繰越金繰入金など
10億5910万円

村債
3億56万円

その他
6473万円

県支出金
2億8270万円

国庫支出金
1億4582万円

地方交付税
15億500万円

収入
[歳入]

議会費
4641万円

予備費
500万円

諸支出金
2949万円公債費

2億8171万円

災害復旧費
5億349万円

総務費
11億1599万円

民生費
5億1286万円

災害復旧費
5億349万円

総務費
11億1599万円

民生費
5億1286万円

保健衛生費
2億1859万円

商工費
1億4150万円

土木費
2億338万円

消防費
1億2418万円

教育費
1億1844万円

農林水産費
2億1436万円

支出
[歳出]

一般会計予算
35億1538万円(16.3%減)

特別会計予算

国民健康保険
3億3595万円

（9.4％減）

後期高齢者医療
4,023万円
（1.6％増）

簡易水道 　6,593万円 （28.4％減）

災害関連 5億8970万円

16.8％
その他

29億2568万円 83.2％

■ 災害関連予算支出割合

 

住
宅
解
体
に
つ
い
て

議
員　

南
の
原
団
地
・
下
郷
団
地
を

解
体
後
、そ
の
土
地
は
ど
う
な
る
の

か
。

担
当
課　

南
の
原
団
地
は
、借
地
な

の
で
返
還
。下
郷
団
地
跡
地
は
、土
石

流
の
危
険
性
を
伴
う
の
で
、現
在
利

用
目
的
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

一
館
一
運
動
に
つ
い
て

議
員　
一
館
一
運
動
の
推
進
は
今
後

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

担
当
課　
コ
ロ
ナ
過
で
各
事
業
を
含

め
公
民
館
事
業
が
、中
止
・
延
期
に
な

っ
て
い
る
。今
後
ど
の
よ
う
な
や
り
方
、

ど
う
い
っ
た
提
供
が
出
来
る
の
か
等

を
含
め
考
え
て
い
く
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

令
和
３
年
度
予
算
審
議

令和3年度定例会は、3月9日から16日までの会期で開催しました。条例の制
定4件、一部改正3件、規約の変更1件、財産の貸付1件、補正予算3件、当初
予算4件、同意1件、契約の締結1件、計18件を審議し原案通り可決しました。

駐在所造成地駐在所造成地

下郷団地

コインランドリー



一 般 質 問

一般質問とは・・・
　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体とし
ての考えを求めるものです。1年に4回ある定例会にて行うことができ、質問と答弁
を合わせて1人60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前に
質問の概要を提出し、議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。

ここが聞きたい！
令和３年東峰村議会第３回（３月）定例会　一般質問

  

第3回定例会(3月)議決結果一覧表
議 案 一 覧

区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

大
蔵
久
徳

泉
　
　
守

伊
藤
　
均

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村喜楽来館条例の一部を改正する条例の制定について可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村村民センター条例の一部を改正する条例の制定について可
決

東峰村特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○普通財産の貸付けについて可
決

補
正
予
算

当
初
予
算

人
事

契
約

規
約

そ
の
他

条 
 
 
 
 
 
 

例

○　○　○　○　○　○　○　○　○福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増加及び福岡県
市町村職員退職手当組合規約の変更について

可
決

令和２年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第８号）について可
決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○

令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第４号）について可
決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○

令和３年度東峰村一般会計歳入歳出予算について可
決

令和３年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について可
決

令和３年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について可
決

令和３年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について可
決

東峰村副村長の選任について ○　○　○　●　○　○　○　○　○同
意

工事請負変更契約の締結について(河川災害復旧工事) ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村議会議員及び東峰村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の制定について

可
決

東峰村長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

東峰村弓道場施設条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村宿泊税基金条例の制定について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○
（ 一 括 採 決 ）

令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）について可
決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○

予算審査特別委員会議決結果一覧表
議 案 一 覧

区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉
　
　
守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤
　
均

賛成：○　反対：●　欠：－

当
初
予
算

令和３年度東峰村一般会計歳入歳出予算について（Ｐ２～3へ） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和３年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について（Ｐ２～3へ）可
決

令和３年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について（Ｐ２～3へ） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

令和３年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について（Ｐ２～3へ） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

質問順 質疑事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

大蔵　久徳

健康について 
避難所について
商工業支援について
学校運営について 
荒廃森林対策について 

3

積雪時の除雪について 
災害後の河川の修復について 
道路の側溝の清掃について
高齢者住宅建設について

1 梶原　伯夫

2
観光協会について
道の駅前の道路について
医療費について

泉　　守

高橋　弘展
宝珠山ふるさと村の経営について
ほうしゅ学舎再建について
公園及び遊具、図書館の設置について

6

【あんたげ】とレストランの運営状況について
子供の《幼児》教育環境について

5 髙倉　寛視

東京オリンピック聖火リレーについて 
村民グランド駐車場の使用について
村民グランド内のテニスコートについて 

4 伊藤　 均

P6

P7

P9

P10

P11

P8



ここが聞きたい！ここが聞きたい！

村
内
の
除
雪
状
況
の
判
断
基
準
は

建
設
水
道
課
長   

積
雪
状
況
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
る

議
員　

雪
が
何
セ
ン
チ
積
も
れ
ば
除

雪
す
る
の
か
。
ま
た
、
除
雪
状
況
の

判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

村
道
に
お
い
て
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
は
、
午
前
４

時
半
に
小
石
原
の
国
道
２
１
１
号
線

と
国
道
５
０
０
号
の
分
岐
点
付
近
の

路
面
を
職
員
が
計
測
し
、
15
セ
ン
チ

以
上
あ
れ
ば
除
雪
車
に
よ
る
除
雪
作

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
な
い
場

合
は
、
６
時
〜
７
時
頃
に
気
象
状
況

や
通
行
上
の
影
響
の
長
期
化
等
を
踏

ま
え
て
判
断
し
て
い
る
。

　

国
県
道
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
県
土

整
備
事
務
所
に
て
日
々
巡
視
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時

に
つ
い
て
は
、
村
か
ら
必
要
に
応
じ

て
要
請
又
は
情
報
共
有
し
た
う
え
で

対
応
し
て
い
る
。

議
員　

昨
年
末
に
除
雪
車
が
出
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

建
設
水
道
課
長　

準
備
は
し
て
い
た

が
路
面
で
15
セ
ン
チ
以
下
で
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
後
も
晴
天
で
雪
も
解
け
つ

つ
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、

今
回
は
除
雪
し
な
か
っ
た
。

議
員　

小
石
原
交
差
点
付
近
の
除
雪

を
も
っ
と
き
れ
い
に
で
き
な
い
の
か
、

ま
た
住
宅
の
前
の
残
雪
は
排
除
で
き

な
い
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

請
負
業
者
と
も
相

談
し
て
検
討
す
る
。

　

除
雪
し
て
も
雪
の
置
き
場
が
な
い

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
県
と
も
情
報

共
有
を
図
り
つ
つ
今
後
ど
う
す
る
か

相
談
し
た
い
。

議
員　

２
月
18
日
19
日
は
除
雪
は
行

わ
れ
た
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
遅
れ
た

原
因
は
何
か
。

教
育
長　

１
月
に
ト
ラ
ッ
ク
が
立
ち

往
生
し
て
、
下
で
待
っ
て
い
る
子
達

が
40
〜
50
分
待
た
さ
れ
た
事
案
が
あ

っ
た
。
そ
の
経
験
の
も
と
に
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
集
め
て
、
学
校
長
と
情

報
共
有
し
、
積
雪
が
予
想
さ
れ
た
た

め
、
余
裕
を
も
っ
て
１
時
間
遅
れ
に

て
対
応
し
た
。
今
年
は
非
常
に
雪
が

多
く
、
子
供
達
・
保
護
者
に
は
大
変

迷
惑
を
か
け
た
。
今
後
は
運
転
手
と

も
連
絡
を
取
り
安
心
メ
ー
ル
等
で
父

兄
に
連
絡
を
す
る
段
取
り
で
行
く
。

議
員　

バ
ス
に
は
無
線
機
も
あ
る
、

携
帯
も
持
っ
て
い
る
、
連
絡
体
制
を

も
う
一
度
考
え
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
雪
の
こ
と
だ
か
ら
判
断
等

も
む
つ
か
し
い
。
安
心
・
安
全
を
第

一
に
考
え
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

を
や
っ
て
い
き
た
い
。

独
自
の「
観
光
協
会
」を
結
成
出
来
な
い
か

村
長  

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
今
後
取
組
ん
で
い
く

議
員　

平
成
26
年
６
月
23
日
に
結
成

さ
れ
た
朝
倉
広
域
観
光
協
会
の
会
員

数
は
何
名
か
。

農
林
観
光
課
長　
会
員
数
に
つ
い
て
は

全
体
で
２
２
０
事
業
者
。朝
倉
市
が
１

９
９
・
筑
前
町
が
15
・
東
峰
村
は
６
の

事
業
者
が
参
加
し
て
い
る
。

議
員　

観
光
活
性
化
に
成
功
し
て
い

る
観
光
地
は
、
地
域
住
民
が
中
心
で

す
。
観
光
振
興
は
地
域
住
民
が
行
う

べ
き
も
の
で
、
そ
の
上
で
地
方
自
治

体
が
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
、
観
光
団
体
、
商
工

会
、
農
業
者
と
連
携
し
役
割
分
担
を

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

村
長　
観
光
業
は
、自
治
体
に
と
っ
て

は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
近
年
に
お
い
て
は
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
等
の
増
加
も
大
事
な
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

議
員　

朝
倉
観
光
協
会
に
は
そ
の
理

念
が
全
く
な
い
の
で
、
東
峰
村
観
光

協
会
を
早
急
に
発
足
さ
せ
、
村
民
参

加
で
観
光
業
界
の
活
性
化
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

村
長　
東
峰
村
に
お
い
て
も
、
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
今
後
取
り
組
ん
で
お
り
、

協
議
等
も
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

観
光
振
興
に
最
も
重
要
な
の

は
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
ど
れ
だ
け

存
在
し
て
い
る
か
で
す
。

　

観
光
協
会
は
、
役
員
の
構
成
は
商

工
業
者
だ
け
で
な
く
住
民
代
表
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
特
有
の
意
欲
の
あ
る
住

民
、
特
に
若
者
や
女
性
代
表
を
登
用

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

黒
川
温
泉
や
湯
布
院
が
観
光
活
性

化
に
成
功
し
て
い
る
の
は
、
都
市
の

リ
ー
ダ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
成
功

し
て
い
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

東
峰
村
も
そ
の
教
訓
を
学
ん
で
実
施

で
き
な
い
の
か
。

村
長　
リ
ー
ダ
ー
を
い
か
に
育
て
る
の

か
、若
し
く
は
良
い
リ
ー
ダ
ー
を
連
れ

て
く
る
の
か
が
こ
の
事
業
を
や
る
う
え

で
は
非
常
に
重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
る
。

※

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
・
・
・

外
国
人
が
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
の
こ

と
。

※

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
・
・
・

地
域
の「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と

と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸

成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に

立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り

役
と
し
て
、
多
様
な
関
係
者
と
協
同

し
な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
い
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る
た

め
の
調
整
機
能
を
備
え
た
法
人
。

積雪時の国道211号

除雪車
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光
で
が
ん
ば
ろ
う

※

※



コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
状
況
は

村
長   

準
備
に
つ
い
て
は
対
策
本
部
で
行
っ
て
い
る

議
員　
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
安
全
性
、

有
効
性
を
疑
問
視
す
る
方
も
い
る
が
、

そ
れ
を
払
拭
す
る
方
法
は
。

保
健
福
祉
課
長　

村
の
ほ
う
で
安
全

で
す
と
言
え
る
わ
け
で
も
な
い
し
、

あ
く
ま
で
本
人
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
て

い
る
の
が
、
実
情
。

議
員　

接
種
の
段
階
で
ワ
ク
チ
ン
ロ

ス
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

十
分
な
ワ
ク
チ
ン
が
確
保
で
き
る
の

か
。

保
健
福
祉
課
長　

東
峰
村
に
ど
れ
だ

け
配
布
さ
れ
る
か
、
全
く
未
確
定
な

状
況
。

荒
廃
森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て

議
員　

県
か
ら
の
補
助
金
に
て
荒
廃

森
林
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

増
額
の
要
望
は
で
き
な
い
か
。

村
長　

全
体
計
画
に
基
づ
い
て
事
業

実
施
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業

委
託
を
し
て
い
る
朝
倉
森
林
組
合
の

年
間
の
業
務
量
に
か
か
わ
る
の
で
、

今
後
調
整
等
が
必
要
に
な
る
。

議
員　

年
度
ご
と
の
予
算
の
相
違
は

何
か
。

農
林
観
光
課
長　

本
年
度
は
堆
積
木

除
去
が
事
業
費
の
中
で
占
め
る
割
合

が
大
き
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
か
ら
は
堆
積
木
除
去
に
規
制
が

か
か
る
の
で
、
事
業
費
の
減
額
に
な

っ
て
い
る
。

議
員　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

村
長　

経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
森

林
経
営
管
理
の
方
向
性
を
作
成
す
る

た
め
に
、
元
年
と
２
年
度
に
面
積
の

７
割
に
当
た
る
意
識
調
査
の
事
前
準

備
、
対
象
の
森
林
の
抽
出
・
エ
リ
ア

分
け
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
予

定
は
森
林
資
源
の
解
析
等
の
業
務
を

完
了
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
経
営
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
の
所
有
者

を
対
象
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
の

意
向
調
査
を
概
ね
１
０
０
件
ほ
ど
行

お
う
と
考
え
て
い
る
。

  

聖
火
リ
レ
ー
に
参
加
す
る
意
義
は
何
か

村
長  

災
害
か
ら
の
復
興
を
全
国
に
届
け
る
た
め

議
員　

聖
火
リ
レ
ー
に
参
加
す
る
自

治
体
は
、
福
岡
県
60
自
治
体
中
、
東

峰
村
を
含
む
20
自
治
体
が
参
加
申
し

込
み
を
し
て
い
る
が
、
本
村
に
お
い

て
の
聖
火
リ
レ
ー
に
参
加
す
る
意
義

は
。

村
長　

甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
被

災
地
か
ら
の
復
興
の
歩
み
を
進
め
る

こ
と
で
、
全
国
の
人
々
に
希
望
と
勇

気
を
与
え
る
コ
ン
セ
プ
ト
下
で
実
施

さ
れ
る
の
で
、
福
岡
県
で
の
豪
雨
災

害
の
被
災
地
で
あ
る
本
村
も
復
興
の

歩
み
を
全
国
に
届
け
た
い
と
思
い
参

加
を
申
し
入
れ
た
。

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
で
聖
火
リ
レ
ー
が

１
年
延
長
に
な
っ
た
が
、
取
組
み
に

何
か
変
更
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　

東
峰
村
に
お
い
て
、
取
組

み
に
変
更
は
な
い
。
感
染
予
防
対
策

を
基
に
聖
火
リ
レ
ー
の
や
り
方
を
模

索
し
て
い
る
。

議
員　

聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
は
、

筑
前
岩
屋
駅
〜
棚
田
親
水
公
園
ま
で

と
広
報
さ
れ
て
い
る
が
、
沿
道
で
の

応
援
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

沿
道
で
の
応
援
等
の
具
体

的
な
制
限
等
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。
人
数
を
制
限
し
た
上
で
実
施
し

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

議
員　

聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
と
警

備
体
制
等
に
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
は
変
わ

ら
な
い
。
警
備
体
制
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
実
施
策
が
出
て
い
な
い
の

で
、
現
段
階
で
は
は
っ
き
り
言
え
な

い
。

村
民
グ
ラ
ン
ド
駐
車
場
の

　
　
　
　
　
　
使
用
に
つ
い
て

議
員　
村
民
グ
ラ
ン
ド
駐
車
場
を
、

(

株)

オ
ー
ク
マ
の
駐
車
場
と
し
て
使
用

さ
せ
て
い
る
が
、
経
緯
と
使
用
許
可

は
。

教
育
課
長　

(

株)

オ
ー
ク
マ
が
半
年
ご

と
に
体
育
施
設
使
用
許
可
願
を
出
し

て
、
平
日
職
員
駐
車
場
と
し
て
使
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
行
事
等
で
村
民

グ
ラ
ン
ド
の
使
用
願
い
が
出
た
場
合

は
、(

株)

オ
ー
ク
マ
に
伝
え
て
駐
車
を

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
含
め
て
い

る
。
し
か
し
長
期
に
な
っ
て
い
る
の

で
今
後
は
、
有
料
化
を
含
め
て
賃
貸

契
約
を
考
え
て
い
る
。

議
員　

村
民
グ
ラ
ン
ド
駐
車
場
の
使

用
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
、
リ
ソ
ー

ス
ホ
レ
ス
ト
前
の
空
き
地
は
検
討
し

な
か
っ
た
の
か
。

教
育
課
長　

リ
ソ
ー
ス
ホ
レ
ス
ト
前

の
空
き
地
は
話
は
し
て
な
い
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

村
長　

業
務
の
拡
大
に
よ
り
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
り
社
員
駐
車
場

と
し
て
の
依
頼
を
受
け
た
、
今
後
協

議
し
て
い
く
。

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

村民グラウンド駐車場

議
員　

所
有
者
不
明
、
境
界
未
確
定

の
森
林
に
つ
い
て
は
ど
う
行
う
の
か
。

農
林
観
光
課
長　

所
有
者
不
明
の
場

合
は
６
か
月
以
内
に
公
告
を
し
、
異

議
が
な
け
れ
ば
そ
の
後
４
か
月
以
内

に
裁
定
の
申
請
を
行
う
。
そ
の
後
に

裁
定
を
受
け
て
、
同
意
と
み
な
さ
れ

る
と
森
林
計
画
を
策
定
し
て
森
林
整

備
に
取
り
掛
か
る
。　

※

森
林
経
営
管
理
法

(

森
林
経
営
管
理
制
度)

と
は
・
・
・

経
営
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
森
林
に
つ
い
て
、
市

町
村
が
森
林
所
有
者
の
意
向
を
確

認
後
、
森
林
所
有
者
の
委
託
を
受

け
、
民
間
の
林
業
経
営
者
に
再
委

託
す
る
な
ど
に
よ
り
、
林
業
経
営

と
森
林
の
管
理
を
実
施
す
る
制
度



ここが聞きたい！ここが聞きたい！

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
つ
い
て

村
長   

遊
具
の
設
置
は
今
後
検
討
し
て
い
く

議
員　

本
村
に
は
幼
児
も
含
め
て
、

子
供
た
ち
の
遊
び
場
が
な
い
が
何
故

な
の
か
。

教
育
長　

宝
珠
山
駅
の
横
に
は
公
園

が
あ
る
。
学
園
に
も
遊
具
は
あ
る
。

　

小
石
原
周
辺
に
は
遊
具
、
施
設
が

少
な
い
の
は
災
害
で
の
消
失
が
原
因

か
と
思
う
。

議
員　

４
年
経
っ
て
復
旧
復
興
を
言

う
の
で
あ
れ
ば
、
一
番
先
に
子
供
た

ち
や
年
寄
り
の
こ
と
も
含
め
て
、検
討

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

宝
珠
山
駅
側
の
遊
具
は
、
蜘
蛛
の

巣
な
ど
で
近
寄
り
た
く
な
い
と
聞
く

が
管
理
は
し
て
い
る
の
か
。

　

災
害
で
の
消
失
が
原
因
な
ら
ば
、

実
質
３
年
間
な
ぜ
復
旧
し
な
か
っ
た

の
か
。

村
長　
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
遊
具

で
怪
我
を
す
る
子
供
さ
ん
が
多
い

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
手
控
え
て

き
た
。
今
後
、
遊
具
等
に
つ
い
て
は

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

こ
の
自
然
豊
か
な
村
に
生
ま

れ
て
き
て
く
れ
た
子
供
た
ち
の
遊
び

場
が
な
い
よ
う
で
は
、
保
護
者
の
子

育
て
に
も
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
。

議
員　

こ
の
施
設
の
運
営
に
は
、
岩

屋
キ
ャ
ン
プ
場
を
含
め
て
３
名
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
方
達
が
い
な
け
れ
ば
経

営
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
が
、協

力
隊
の
人
達
が
こ
の
村
に
住
み
続
け

ら
れ
る
施
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
が
、

こ
の
村
の
活
性
化
の
た
め
に
、
働
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
村
と
し
て
も

支
援
し
て
い
く
。

ほ
う
し
ゅ
楽
舎
を
再
建
す
る
理
由
は

村
長   

失
わ
れ
た
も
の
を
再
建
す
る
た
め
粛
々
と
進
め
る

議
員　

３
億
６
０
０
０
万
円
か
け
て

再
建
を
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
が
あ
る
の
か
。

村
長　

復
興
計
画
に
基
づ
き
再
建
す

る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

失
わ
れ
た
も
の
を
再
建
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
委
員
会
を
設
置
し
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
粛
々
と

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

現
在
村
に
は
５
ヵ
所
の
公
設

の
宿
泊
施
設
が
あ
る
が
、
６
ヵ
所
目

を
造
る
意
図
は
。

村
長　
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
と
、

５
ヵ
所
あ
る
か
ら
も
う
い
い
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
の
は
、
私
は
理
解
が
で

き
な
い
。
地
域
、
地
域
で
必
要
な
施

設
は
取
り
組
ん
で
い
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

特
に
今
は
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
人

の
多
い
所
に
は
連
れ
て
い
け
な
い
が
、

本
当
は
コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
子

供
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
が
一
緒
に

な
っ
て
遊
べ
る
場
所
が
必
要
で
は
な

い
か
。

村
長　

あ
く
ま
で
構
想
で
す
の
で
、

そ
の
よ
う
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
が
、
宝
珠
山
・
小
石
原
、
そ
れ

ぞ
れ
場
所
を
選
定
し
て
作
っ
て
い
き

た
い
。

「
あ
ん
た
げ
」「
カ
フ
ェ
棚
田
」の

　
　
　
　
　
　
　
運
営
状
況
は

議
員　
昨
年
設
置
し
た
「
あ
ん
た
げ
」

「
カ
フ
ェ
棚
田
」
の
運
営
を
始
め
て
、

半
年
過
ぎ
て
お
客
さ
ん
の
状
況
と
収

支
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

村
長　

昨
年
７
月
か
ら
今
年
１
月
ま

で
、
来
客
数
は
「
あ
ん
た
げ
」
が
２

０
０
名
、「
カ
フ
ェ
棚
田
」
が
１
６
４

１
名
で
、
収
支
は
「
あ
ん
た
げ
」
は

20
万
の
黒
字
で
、「
カ
フ
ェ
棚
田
」
は

１
０
０
万
の
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

議
員　

以
前
は
、
旧
宝
珠
山
小
学
校

の
校
舎
を
改
築
す
る
こ
と
で
、
農
村

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
能
を
果
た
し
て
き

た
。
災
害
に
よ
り
元
の
校
舎
は
一
部

し
か
残
っ
て
い
な
い
。
旧
校
舎
で
あ

っ
た
の
で
意
味
合
い
も
風
合
い
も
あ

っ
た
。
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
今
、
果

た
し
て
必
要
な
の
か
、
原
点
か
ら
考

え
る
べ
き
で
は
。

村
長　

検
討
委
員
会
で
も
色
々
と
議

論
し
て
い
き
た
い
。

延
田
住
宅
に
つ
い
て

議
員　

３
月
２
日
福
岡
地
裁
に
て
、

村
長
が
現
在
係
争
中
の
延
田
住
宅
に

関
し
て
の
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
場
で
虚
偽
の
答
弁
を
さ
れ
る
と

偽
証
罪
に
問
わ
れ
る
と
裁
判
官
か
ら

通
告
が
あ
る
。
あ
な
た
の
弁
護
士
か

ら
の
主
尋
問
で
、
２
０
１
９
年
６
月

議
会
に
て
、
伊
藤
氏
の
初
盆
参
り
に

間
違
っ
て
行
っ
た
際
に
、
延
田
住
宅

の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
言
っ
た
と
受

け
止
め
ら
れ
る
発
言
を
行
っ
た
こ
と

に
対
し
、
「
そ
れ
は
正
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
村
長
は
発
言
さ
れ
た
。

こ
の
発
言
に
間
違
い
は
な
い
か
。

村
長　

答
弁
は
差
し
控
え
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

議
員　
議
場
で
答
え
て
い
た
こ
と
を
、

村
民
、
議
員
が
知
ら
な
い
公
の
場
で

「
正
確
で
な
い
」
と
発
言
さ
れ
る
、

そ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

村
長　

今
後
の
処
置
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
き
た
い
。

議
員　
主
尋
問
で「
令
和
元
年
６
月
定

例
会
か
ら
令
和
２
年
12
月
定
例
会
ま

で
の
連
続
７
回
、
主
に
高
橋
議
員
か

ら
一
般
質
問
を
受
け
て
い
ま
す
ね
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
村
長
は「
は

い
」
と
答
え
ら
れ
た
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
か
。
（※

令
和
２
年
６
月
は

一
般
質
問
し
て
い
な
い
）

村
長　

答
弁
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

  福岡地方裁判所 カフェ棚田

遊具被災前のほうしゅ楽舎



 

空
は
五
月
晴
れ
。
間
も
な
く
棚

田
も
田
植
え
の
時
期
を
迎
え
、

あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
す

こ
と
だ
ろ
う
。

　
日
田
彦
山
線
も
バ
ス
輸
送
へ

の
工
事
が
始
ま
り
、
見
慣
れ
た

レ
ー
ル
が
撤
去
さ
れ
て
ゆ
く
光

景
に
一
抹
の
寂
し
さ
が
募
る
。

　
今
年
も
米
の
出
来
は
ど
う
か
、

雨
は
充
分
降
る
だ
ろ
う
か
、
と

植
え
付
け
も
始
ま
ら
な
い
の
に

先
走
っ
て
心
配
し
て
し
ま
う
。

　
農
業
を
営
む
者
の
毎
年
の
習

性
と
は
言
え
、
つ
く
づ
く
己
の

思
考
が
一
向
に
進
歩
せ
ず
、
溜

息
を
つ
く
ば
か
り
の
日
々
で
あ

る
。議

会
広
報
特
別
委
員

委
員
長

伊
藤 

均

副
委
員
長 

黒
川 

隆
康

委
　
員

泉
　

守

　
　
　
　
梶
原 

光
春

　
　
　
　
梶
原 

伯
夫

発
行
責
任
者

議
　
長

佐
々
木 

紀
嘉

6
3
号

令
和
3
年
5
月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
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倉
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東
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大
字
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珠
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編
集
後
記

公職選挙制度が変わりました
　公職選挙法の一部改正に伴い、村でも３月議会で条例を制定し、
選挙運動費用の一部を村が負担することとなりました。(このことを
「公費負担」といい、公費負担する仕組みを「選挙公営制度」といいます) 
　この改正に伴い、令和３年３月12日以降に行われる村の選挙(村長選
挙、村議会議員選挙)が大きく変わりますので、その内容についてお知らせします。
　この条例は、町村議会などの選挙費用の一部(選挙運動自動車の使用やポスター・ビラ
など)を公費負担にする事で、立候補しようとする人の金銭的な負担を減らし、立候補し
やすい環境を整えて首長や議員のなり手を増やすことが目的です。

地方選挙の選挙公営と供託金

県 知 事
県 議 会 議 員

町 村 長

町村議会議員

選 挙 区 分
公営の有無

選挙運動用自動車 選挙運動用ポスター 選挙運動用ビラ
供託金額

〇 〇 〇
〇
×
↓
〇

×
↓
〇

×
↓
〇

×
↓
〇

×
↓
〇

頒布不可
↓

頒布解禁
公営対象

無し
↓

供託金導入
15万円

〇 〇
300万円
60万円

50万円

※候補者の得票数が一定数(「供託物没収点」という)に達しない場合、供託金は没収となり公費負担の対象外になります。

・候補者は、「一般運送契約」と「その他
の契約(個別契約)」のいずれかを選択する
ことになります。
・表の法定単価、選挙期間日数は上限のた
め、それに満たない契約の場合はその契
約額が公費負担額になります。
・生計同一親族からの自動車借入れ、燃料
供給、運転手雇用の場合は公費負担の対
象になりません(例外あり)。

※車両本体以外の費用(看板、スピーカー等の付
帯料金)は対象となりません。

契約の種別 限度額
一般運送契約
 (ハイヤー、
タクシーの借上げ)

その他の契約
(個別契約方式) 

1日1台64,500円(法定単価)
　　　　　　　  ×5日(選挙期間)=322,500円

①自動車借入契約(レンタル、個人、会社等からの借上げ)
1日1台につき15,800円(法定単価)×5日(選挙期間)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　=79,000円
②燃料供給契約
1日7,560円(法定単価)×5日(選挙期間)=37,800円

③運転手雇用契約
1日1人12,500円(法定単価)×5日(選挙期間)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　=62,500円

選挙運動用自動車借入れでの公費負担額の算定

この条例に

注目！
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